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の自己の役割の確立・職務責任の捉え直し→(4)変化する状況への対応」の 4 段階から説明された。




 ただしこの結論は 26 件の回答に見られる自由記述等に対して筆者らの解釈を元になされた整理
であるという限界があった。そこでこの研究の後半では今回あらたに回収した 162 件のデータで追
試した（第 2 節 斎藤俊則）。結果としてこの整理を大きく裏切る回答は見当たらなかったので、
初任期の教師 2 名に面接調査を実施し、この枠組みを使って初任期における経験を質的に検討する
ことで初任期の教師が抱える課題や問題を具体的に明らかにした（第 3 節 都丸けい子）。最後に
本研究の分析の延長線で初任期の教員に関わる採用や研修等のあり方について当面の小括をした







に関する質問（自由記述式）全 8 項目からなる。前回の研究ノートで報告した 26 件の回答に加え








 [考察 B] 心配・課題・問題に対する対処の仕方については、教師キャリアの経過に応じて以下の
2 系統の変化が見られる。 
Ⅰ  (1)先輩・同僚への漠然とした相談→(2)先輩・同僚を巻き込んだ問題解決 
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どもを取り巻く環境や教育への期待への変化に戸惑うベテラン教員の段階(4)があることが分かった。 









 今回新たに追加された 162 件の回答内容を踏まえて前回の考察に対する補足を行う。 





 第 2 に、追加回答の内容から[考察 A]および[考察 B]の間の関係についての次の仮説が得られた。
すなわち、今回の追加回答によって[考察 A]および[考察 B]が一定の有効性を持つと判断されたこと
から、これらの間に想定しうる論理的関係として以下 a～d があげられる。 
ａ [考察 A]の(1)に対する対処として主に[考察 B]のⅠ(1)および II(2)が対応する 
ｂ [考察 A]の(2)に対する対処として主に[考察 B]のⅠ(2)が対応する 
ｃ [考察 A]の(3)に対する対処として主に[考察 B]のⅡ(2)が対応する 
ｄ [考察 A]の(4)に対する対処としては[考察 B]中に該当するものがない 
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1～2 名で行った。なお、面接者は調査対象者である 2 名の教師と予め面識を有していた。面接時間
は 1 時間半～2 時間であり、その内容は被面接者の許可を得てボイスレコーダーに録音した。 
 ③調査期間 初任期の経験を具体的に描き出すため、2008 年 8 月（入職後 4 ヶ月）、2009 年 3
月（入職後 11 ヶ月）の 2 回にわたり調査を行った。 
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 心配・課題・問題への対処の仕方を斎藤・都丸・大野（2009）の 2 系統 2 段階に沿って検討した
結果、「Ⅰ（1）先輩・同僚への漠然とした相談」及び「Ⅱ（1）自助努力」に該当するデータのみ
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状態を生じさせることもある（都丸、2007）。それは、表 4 の A 教師の例に“落ち込んだりとか、
きつかったなということがあったにしても、過ぎてきちゃった”に示されている通りである。とこ
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科）」B「⑬柱となるもの」である。これらは他の事柄に波及されることはなかったが、来年度以降
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資料（表１～表５） 








対象者の属性：20 代半ばの女性・国語科・教科担当及び副坦（高校 1 学年担当） 
勤務校の特徴：私立の中高等学校・生徒数 1700 人（中学校 5 クラス、高等学校 8 クラス） 
      現在は共学校だが、元々男子校。そのなごりで“体育会系の先生が多い”。また、 “学業指導や
問題行動の生徒についての生徒指導的な指導はあるが、教育相談的な雰囲気のあまりない学校”である。 





教科担当（中学 2、3 学年担当）及び副坦（中学 2 学年担当） 
勤務校の特徴：公立の中学校・生徒数 240 人（6 クラス） 
      家庭環境が困難な生徒が多く、学校全体で部活動に力を入れている。 
      “部活中心子が多い”。また、“格差が大きいんですよね。勉強できる子とできない子と。真ん中
がいないんですよ。”。 
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表 2 心配・課題・問題の 4 段階と「悩んだり大変だと感じたこと」 
心配・課題・ 
問題の 4 段階 
具体例 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
Research Note 
Heuristic Research on Career Development  
of Newly-Appointed Teachers (No.2) 
 
Tomaru, Keiko; Saito, Toshinori; and Ono, Seiichi 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
This article is a continuation of the one published in the previous issue of this journal.  
First, it reconfirmed the results of the analysis of the questionnaire on the career paths of 
teachers, partially presented in the previous issue and fully presented here.  Then, it 
presented the challenges and concerns that two newly-appointed teachers had by qualitatively 
examining their initial experiences (their concerns, challenges, problems, and coping strategies) 
at school through a series of interviews with them over time.  Through this analysis, it was 
found that they are likely to gain something from taking action related to their concerns and 
worries, and that what they took out of their past experience can be applied to solving other 
concerns and problems that they face.  Finally, it ends with a few recommendations on the 
employment and training of new teachers in line with the findings of this study.  Concretely 
speaking, the recommendations are on: (1) appropriate placement of newly-employed teachers 
and improvement of orientation programs for new teachers in view of their career development; 
(2) emphases to be placed not only on teaching skills, but also on the significance, meaning, and 
values of the teaching profession; and (3) acquisition and development of survival skills 
necessary for new teachers to stay in the job. 
Key words:  newly-appointed teachers, teachers’ careers, teachers’ concerns, challenges, and 
problems, adaptable potential 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 
